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要 約

岡山県の和牛（黒毛和種）における産肉形質の遺伝的な改良を推進するため、ＢＬＵ

Ｐ法アニマルモデルによる育種価を推定した。この第 26･27 回育種価は、種雄牛の選抜

及び優良雌牛の選定・保留などの和牛改良の基礎資料として、畜産関係機関及び畜産農

家へフィードバックを行った。以下、第 27 回育種価について報告する。

１．分析に用いた枝肉成績は 19,495 件であった。

２．育種価判定頭数は、種雄牛 744 頭、繁殖雌牛 16,048 頭であった。

３．育種価が判明した繁殖雌牛のうち供用中と考えられるものは、3,580 頭であった。

牛、和牛、黒毛和種、育種価、ＢＬＵＰ法、アニマルモデルキーワード：

緒 言

岡山県の和牛（黒毛和種）における産肉形質の

遺伝的な改良を推進するため、ＢＬＵＰ法アニマ

ルモデルによる育種価を推定し、種雄牛の選抜及

び優良雌牛の選定・保留などの基礎資料として、

畜産関係機関及び畜産農家へフィードバックを行

った。以下、最新の育種価である第 27 回につい

て報告する。

材料及び方法

１ 分析材料

分析に供した枝肉データは、昭和 63 年 12 月

から平成 20 年１月までに収集された枝肉デー

タのうち、病牛と考えられるものや肥育農家が

不明なものを除いた 19,495 件を用いた。

なお、枝肉データ収集場所は岡山県営食肉地

方卸売市場ほか 49 カ所の食肉市場に出荷され

たものとした。

２ 分析対象形質

分析を行った枝肉形質は、枝肉重量、ロース

芯面積、バラの厚さ、皮下脂肪厚、歩留基準値

及び脂肪交雑基準値の６形質とした。

３ 遺伝的パラメーター及び育種価の推定に用い

た数学的モデル

対象集団の遺伝的パラメーター及び育種価に

ついては、ＢＬＵＰ法アニマルモデル（社団法

人全国和牛登録協会作製）により推定した。

なお、数字モデルは次に示したとおりである。

Yijklm=μ+Si+Nj+Hk+Aijklm+b1(Xijklm-X)

+b2(Xijklm-X) +b3(Rijklm-R)+Eijklm2

Yijklm：枝肉成績の観測値

μ ：全平均（基準年=昭和 50 年）

Si ：性の効果（母数効果）

Nj ：出荷年次の効果（母数効果）

Hk ：肥育者の効果（変量効果）

Aijklm：育種価

b1,b2 ：出荷月齢に対する１次及び２次偏回

帰係数

Xijklm：出荷月齢

X ：出荷月齢の算術平均

b3 ：近交係数に対する１次回帰係数

Rijklm：近交係数

R ：近交係数の算術平均

Eijklm：残差
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結果及び考察

１ 枝肉データの構成及び基本的統計数値

収集した枝肉データを出荷年別にまとめ、そ

れぞれについて、枝肉データ数及び出荷月齢、

枝肉重量、ロース芯面積、バラの厚さ、皮下脂

肪厚、歩留基準値、ＢＭＳ No の平均値を表１

に示した。

枝肉データの構成をみると 76.6 ％が去勢牛

のものであるが、近年は、去勢牛が約７割、雌

が３割となっている。また、分析した枝肉形質

について、近年、出荷月齢が短くなる傾向が見

られるにもかかわらず、特に、枝肉重量、ＢＭ

Ｓ No 及びバラの厚さの改善が見られる。性別

では、雌の出荷月齢が去勢に比べ約 1.5 ヵ月遅

くなっているにもかかわらず、全ての形質で去

勢が雌より優れていた。

さらに、枝肉データから血統を５代祖まで遡

った時出現する血縁データは、16,792 件（種

雄牛 744 件、繁殖雌牛 16,072 件）であったこ

とから、この件数が、今回の育種価判明頭数で

ある。（表２）

S63～H12 13 14 15 16 17 18 19 20 総計

枝肉ﾃﾞｰﾀ数 7,992 516 877 1,052 1,106 1,164 1,102 1,084 42 14,935

出荷月齢平均値 28.42 28.87 28.55 28.77 28.54 28.28 28.35 28.26 28.37 28.45

枝肉重量平均値 436.1 432.9 435.9 444.6 436.6 433.5 445.0 460.0 474.1 438.9

ﾛｰｽ芯面積平均値 50.09 51.68 52.68 53.51 53.56 53.42 52.93 52.70 54.12 51.46

バラ厚平均値 6.969 6.616 6.851 7.098 7.159 7.193 7.268 7.289 7.257 7.037

皮下脂肪厚平均値 2.448 2.294 2.476 2.396 2.414 2.306 2.434 2.560 2.488 2.434

歩留基準値平均値 72.90 72.99 73.14 73.38 73.51 73.65 73.38 73.07 73.14 73.10

ＢＭＳＮｏ平均値 4.841 4.890 5.281 5.375 5.621 5.563 5.530 5.525 5.810 5.124

枝肉ﾃﾞｰﾀ数 1,610 239 405 512 456 411 471 441 15 4,560

出荷月齢平均値 29.25 30.15 30.35 30.35 29.69 29.90 29.99 29.72 29.67 29.74

枝肉重量平均値 396.4 399.3 403.1 405.0 384.9 393.7 404.0 412.2 430.0 399.1

ﾛｰｽ芯面積平均値 49.42 50.85 51.63 52.69 52.06 52.51 52.08 51.46 53.93 51.09

バラ厚平均値 6.669 6.472 6.734 6.942 6.830 7.037 7.080 6.920 6.713 6.811

皮下脂肪厚平均値 2.602 2.857 2.889 2.872 2.783 2.689 2.876 2.856 3.133 2.752

歩留基準値平均値 72.97 72.73 72.97 73.25 73.43 73.59 73.26 72.99 72.71 73.12

ＢＭＳＮｏ平均値 4.264 4.351 4.968 5.182 5.143 5.423 5.187 4.991 4.800 4.794

枝肉ﾃﾞｰﾀ数 9,602 755 1,282 1,564 1,562 1,575 1,573 1,525 57 19,495

出荷月齢平均値 27.77 29.28 29.12 29.29 28.87 28.70 28.85 28.68 28.71 28.75

枝肉重量平均値 417.6 422.3 425.6 431.6 421.5 423.1 432.7 446.2 462.5 429.6

ﾛｰｽ芯面積平均値 48.68 51.42 52.35 53.24 53.12 53.19 52.68 52.34 54.07 51.38

バラ厚平均値 6.724 6.570 6.814 7.047 7.063 7.152 7.212 7.182 7.114 6.984

皮下脂肪厚平均値 2.396 2.472 2.606 2.552 2.521 2.406 2.566 2.646 2.658 2.509

歩留基準値平均値 70.95 72.91 73.09 73.34 73.49 73.63 73.34 73.04 73.03 73.11

ＢＭＳＮｏ平均値 4.573 4.719 5.182 5.312 5.481 5.526 5.427 5.370 5.544 5.046

出荷年

去
勢

雌

全
体

　　　　表１　　出荷年別枝肉データの平均値　　　　　　　　　　　　（件、月齢、kg、c㎡、cm、%、BMSNo）

（件）

19,495

 種雄牛 744

 繁殖雌牛 16,048 （供用中 3,580 ）

計 16,792

　　表２　血縁データ数（育種価判明頭数）

血縁データ数
(育種価判明頭数)

区　　　　　　分 データ件数

枝　肉　デ　ー　タ　数
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２ 産肉形質の遺伝率

枝肉データから推定された産肉形質の遺伝率

を図１に示した。

これによると、いずれの産肉形質についても

30%以上の高い遺伝率を示した。中でも皮下脂

肪厚、歩留基準値及び脂肪交雑基準値の遺伝率

は特に高く、50%を越える値であった。

３ 育種価の概要

（１）育種価判明状況

育種価判明頭数を表２に示した。種雄牛

744 頭、繁殖雌牛 16,048 頭の育種価が判明

した。なお、繁殖雌牛のうち過去３年間に分

娩が確認されたものを「供用中」とし、その

頭数は 3,580 頭であった。平成 19 年 2 月 1

日現在の岡山県の繁殖雌牛頭数は 4,830 頭で

あるので、判明率は 74.1%と推定した。この

判明率は全国でもトップレベルにある。

また、繁殖雌牛の生まれ年別の育種価評価

頭数を図２に示した。

図１　産 肉 形 質 の 遺 伝 率
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図２　育種価評価頭数の年次推移
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（２）育種価から推定される繁殖雌牛の期待枝肉

成績の分布状況

各産肉形質における育種価から推定される

繁殖雌牛の期待枝肉成績の分布を図３～８に

示した。

全ての形質で評価全体よりも供用中のもの

がより好ましい産肉能力分布を示している。

この傾向は脂肪交雑育種価で特に顕著であり、

繁殖農家において、脂肪交雑育種価を中心と

した選抜・保留が積極的におこなわれている

ことが推測される。

図３　繁殖雌牛期待枝肉成績(ＢＭＳNo)の分布
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図４　繁殖雌牛期待枝肉成績(枝肉重量)の分布
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図５　繁殖雌牛期待枝肉成績(ロース芯面積)の分布
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（３）育種価から推定される繁殖雌牛の期待枝肉

成績の遺伝的すう勢

各産肉形質が年次的にどの様に変化したか

（遺伝的すう勢）をみるために、繁殖雌牛の

生まれ年別に育種価から推定される繁殖雌牛

の期待枝肉成績の平均値をグラフ上にプロッ

トした（図９～ 14）。

図６　繁殖雌牛(バラの厚さ)の分布
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図７　繁殖雌牛期待枝肉成績(皮下脂肪厚)の分布
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図８　繁殖雌牛期待枝肉成績(歩留基準値)の分布
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いずれの形質も順調に改良が進んでいる。

特に、平成 10 年生まれ以降の繁殖雌牛の産

肉能力は優れており、これは育種価に基づく

保留手法の定着や現場後代検定による精度の

高い種雄牛造成によるものと考える。

なお、平成元年～平成６年生まれ頃の繁殖

雌牛の産肉能力は停滞傾向がみられるが、こ

れは、同一種雄牛が集中的に交配され、多く

の産子が保留されたことが一因と考えられる。

図９　繁殖雌牛期待枝肉成績(ＢＭＳNo)の年次推移
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図10　繁殖雌牛期待枝肉成績(枝肉重量)の年次推移
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図11　繁殖雌牛期待枝肉成績(ロース芯面積)の年次推移
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（４）近交係数の年次変化

繁殖雌牛の近交係数の年次変化を図 15 に

示した。昭和 61 年生まれ以降、近交係数が

徐々に増加し、平成６年生まれ以降急激に増

加し平成７年から平成９年生まれの繁殖雌牛

は４％を越える高い水準となった。しかし、

平成 10 年生まれ以降減少し、近年は２％前

後で推移していたが、再び増加しつつある。

これらの傾向は、優秀種雄牛の後継牛の利用

によるものと考えられる

図12　繁殖雌牛期待枝肉成績(バラの厚さ)の年次推移
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図13　繁殖雌牛期待枝肉成績(皮下脂肪厚)の年次推移
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図14　繁殖雌牛期待枝肉成績(歩留基準値)の年次推移
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（５）同父半姉妹間の期待枝肉成績のばらつき

育種価判明娘牛が多い同父牛の半姉妹の期

待枝肉成績のばらつきを図 16、17 に示した。

同一種雄牛でも娘牛の育種価には、かなり

のばらつきが見られる。このことから後継牛

の決定は、育種価に基づく選抜保留を行った

後、第一子について枝肉データの収集を行い、

育種価が判明したものから行うことが改良上

重要であると考えられる。

図15　繁殖雌牛の近交係数の年次推移
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図16　同父半姉妹の期待枝肉成績(BMSNo)のばらつき
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図17　同父半姉妹の期待枝肉成績(枝肉重量)のばらつき
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